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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成22年2月12日(2010.2.12)

【公表番号】特表2009-521688(P2009-521688A)
【公表日】平成21年6月4日(2009.6.4)
【年通号数】公開・登録公報2009-022
【出願番号】特願2008-547664(P2008-547664)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/543   ５２５Ｇ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    ＺＮＡＵ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｍ
   Ｇ０１Ｎ  33/543   ５２５Ｅ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月21日(2009.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伸張させた状態で巨大分子を選択的に固定化する方法であって、伸張される巨大分子の
第１部分は固定化されており、巨大分子が伸張された状態で固定化されるように、伸張さ
れる巨大分子の第２部分を選択的に固定化する工程を含む、上記方法。
【請求項２】
　固定化される巨大分子は第１部分と第２部分の間で伸張される、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　巨大分子の第１部分は選択的に固定化される、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　第２部分を選択的に固定化する工程の前に、伸張される巨大分子の第１部分を選択的に
固定化する工程をさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　固定化される巨大分子の第１部分及び第２部分は単一の表面に選択的に固定化される、
請求項１記載の方法。
【請求項６】
　巨大分子の第２部分を選択的に固定化するために、巨大分子の第２部分は、結合対の第
２メンバーに選択的に結合することができる該結合対の第１メンバーを含む、請求項１記
載の方法。
【請求項７】
　結合対の第１メンバーは、リガンド、抗原、炭水化物、核酸、受容体、レクチン、及び
抗体よりなる群から選択される、請求項６記載の方法。
【請求項８】
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　結合対の第１メンバーは、ビオチン、ジゴキシゲニン、ＦＩＴＣ、アビジン、ストレプ
トアビジン、抗ジゴキシゲニン、及び抗ＦＩＴＣよりなる群から選択される、請求項６記
載の方法。
【請求項９】
　結合対の第２メンバーは、リガンド、抗原、核酸、受容体、及び抗体よりなる群から選
択される、請求項６記載の方法。
【請求項１０】
　結合対の第２メンバーは、ビオチン、ジゴキシゲニン、ＦＩＴＣ、アビジン、ストレプ
トアビジン、抗ジゴキシゲニン、及び抗ＦＩＴＣよりなる群から選択される、請求項６記
載の方法。
【請求項１１】
　選択的固定化は１つ又はそれ以上の非共有結合を介する、請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　選択的固定化は１つ又はそれ以上の共有結合を介する、請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　巨大分子の第２部分を選択的に固定化するために、巨大分子の第２部分は、第２成分と
選択的に反応することができる第１成分を含む、請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　表面は、巨大分子の選択的固定化のために結合対の第２メンバーを含む、請求項１３記
載の方法。
【請求項１５】
　第１成分は、スクシンアミド、アミン、アルデヒド、エポキシ、及びチオールよりなる
群から選択される、請求項１３記載の方法。
【請求項１６】
　第２成分は、スクシンアミド、アミン、アルデヒド、エポキシ、及びチオールよりなる
群から選択される、請求項１３記載の方法。
【請求項１７】
　巨大分子は外力により伸張される、請求項１記載の方法。
【請求項１８】
　外力は、重力、電位、電磁力、及び流体力よりなる群から選択される、請求項１７記載
の方法。
【請求項１９】
　巨大分子はポリマーである、請求項１記載の方法。
【請求項２０】
　ポリマーはポリヌクレオチドである、請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　ポリヌクレオチドは１本鎖である、請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　ポリヌクレオチドは複数の相補鎖を含む、請求項２０記載の方法。
【請求項２３】
　ポリヌクレオチドはデオキシリボ核酸又はリボ核酸である、請求項２０記載の方法。
【請求項２４】
　第２部分は巨大分子の末端である、請求項１記載の方法。
【請求項２５】
　第１部分は巨大分子の末端である、請求項１記載の方法。
【請求項２６】
　第１部分および第２部分は巨大分子の末端である、請求項１記載の方法。
【請求項２７】
　第２部分は巨大分子の末端ではない、請求項１記載の方法。
【請求項２８】
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　第１部分は巨大分子の末端ではない、請求項１記載の方法。
【請求項２９】
　第１部分に加えて、伸張される巨大分子の複数の部分が選択的に固定化されている、請
求項１記載の方法。
【請求項３０】
　伸張される巨大分子の第３部分を選択的に固定化することをさらに含む、請求項１記載
の方法。
【請求項３１】
　請求項１～３０のいずれか１項記載の方法に従って調製された、選択的に固定化され伸
張された巨大分子を含む表面。
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